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信州七福神・吉祥仁王様の下駄

住 職　若宮昭文（高29回）
東 堂　若宮昭三（中20回）
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同窓会
支部便り

一昨年秋、設立準備委員会が開かれ、支部発足に向け
ての検討が始まりました。
意気込んで集まったものの、全くの暗中模索の状態で
ありましたが、本会や他支部の例を参考にさせていただ
きながら、準備をすすめました。
規約作りとともに大変だったのが、体
制つくりでした。事務局からご協力をい
ただきながら、卒業生の洗い出しを進め
一覧表を作りました。更に、これを基に
準備委員が地区別に担当して、会への加
入を働きかけることになりました。しか
し始めてみるとこれが大変な作業でした。
訪ねて行っても不在のため何回も足を運
んだり、会うことができても「会に入会
して」と働きかけるのは大変でしたが、
53名の皆さんが加入することとなりま
した。
12月15日に設立総会が開かれ、支部
の名称、支部規約、役員の選出、予算案、事業計画につ
いて審議が行われ、原案通り承認されて、晴れて「松本
県ヶ丘高等学校同窓会今井支部」が発足いたしました。
翌年3月25日、本会から佐藤会長様、神林支部長の百
瀬様にご出席いただき、総会が開催され、実質的な活動
が始まりました。
7月23日には初の事業として、鎖川緑地公園において
マレット交流会が開かれ、神林支部からも多数の皆さん
にお出でいただき盛大に開催することが出来ました。

本部、他支部の皆
様のお力添えをいた
だきながら、今後会
の発展を図って参り
ます。
よろしくお願いい
たします。

私は母校卒業後、父親の興した電気工事業の道を歩み、
地域の中で色々な社会体験を積みながら、50年の歳月
が流れました。
昨年の堀金支部総会に於いて、副支部長の役を押し付
けられ（？）渋々ながらではありますが、引き受ける事と

なりました。しかしながら、どのみち受
けるなら前向きに自分のできる範囲で精
一杯務める覚悟であります。

振り返ってみれば、高校卒業後1年位
した頃支部の懇親会に誘われ、10人位
の中に参加したのが初めてでした。年の
離れた先輩達が眩しく、自分が余りにも
世間知らずで非力に思え、居場所がなく
思えました。
その後年に一度位の会合には、声がか
かる度出席してきましたが、やがてその
会も殆ど開催されなくなりました。

今にして思えば、当時の堀金支部には、支部長はいた
けれど、規約も年会費も無く同窓会とは名ばかりの会
だった気がします。　　
20数年前位から、近隣町村が集まり持ち回りで幹事
を務める「安曇野県陵同窓会　各支部連絡会」に出席す
るようなり、堀金でも支部再編をということになり、
20数名で発起人会を立ち上げ、平成22年4月に70余名
の会員参加のもと、新たにスタートを切りました。

再結成後7年が経過した今、事業への参加者の固定化
と物故者や退会者もおり、会員数60名に減じているの
が悩みです。
今年度の総会では、

「若者と女性会員確
保を第一に」力を入
れようと、全会一致
で申し合わせました。

堀金支部今井支部

高18回
平倉　重則

堀金副支部長
高12回
古池　健一

今井支部長

新たな会員確保を今井支部 発足
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淺川雅史（高11回）
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白虹会
2年　小松 愛

白虹会
2年　酒井 鈴菜


